
修士論文（要旨） 

2013 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育プログラム受講中の大学生における 

キャリア・アダプタビリティの変化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 種市 康太郎 先生 

 

 

 

心理学研究科 

臨床心理学専攻 

211J4011 

壬生 玲 

 

 

 

 

 

 



i 
 

目次

第１章．問題の背景と所在 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

 １．大学生の就職活動における状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

２．キャリア・アダプタビリティ（Career Adaptability）・・・・・・・・・・・・1 

２-１．キャリアの捉え方について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

２-２．キャリア・アダプタビリティの概念 ・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

２-３．キャリア・アダプタビリティに関する先行研究 ・・・・・・・・・・・・3 

 ３．キャリア教育プログラム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

３－１．大学機関における、学校から社会へ移行期の学生に対する支援 ・・・・5 

３－２．キャリア教育プログラムに関する先行研究 ・・・・・・・・・・・・・6 

３－３．キャリア教育プログラムの課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・7 

第２章．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

第３章．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

１．対象者 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

２．尺度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

３．キャリア教育プログラム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

２．データの分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

第４章．分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

分析 1  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

１-１．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

１-２．仮説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

１-３．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

１-４．結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

１-５．分析１のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27

分析２ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

２-１．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

２-２．仮説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

２-３．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

２-４．結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

２-５．分析２のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

３．分析３ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41 

分析３-１ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

３-１-１．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

３-１-２．仮説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

３-１-３．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

３-１-４．結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

３-１-５．分析３-１のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 

分析３-２ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56 

３-２-１．目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56 



ii 
 

３-２-２．仮説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56 

３-２-３．方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56 

３-２-４．結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57 

３-２-５．分析３-２のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・106 

第５章．考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・108 

１．分析１について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・108 

２．分析２について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・109 

３．分析３について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・110 

４．総合考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・113 

 

引用文献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 
 

Ⅰ．問題と目的 

厳しい社会情勢は、先行きの見えない中で就職活動を行う大学生のキャリア形成の考え

方に、大きな影響を与えていると考えられる。わが国よりも早く長期雇用慣行の崩壊が始

まったアメリカ社会において、近年、注目されてきている概念がキャリア・アダプタビリ

ティである（黒川,2009）。Savickas（2002）は、「キャリア・アダプタビリティとは現在

のそして将来予想される職業発達課題に対する個人のレディネスおよび対処能力を示す心

理社会的構成概念である」と定義している。 

 キャリア・アダプタビリティを高める支援として、キャリア教育プログラムが考えられ

る。キャリア教育プログラムが、学校から社会への移行期における学生に対し、有益であ

るとする研究は多い。しかし、キャリア教育プログラムは、教育機関によりさまざまであ

る。また、キャリア教育の効果や評価について体系的に分析・検討した研究は、多いとは

言えない（独立行政法人労働政策研究・研修機構,2010）。 

以上のことから、本研究は、キャリア教育プログラムと、キャリア・アダプタビリティ

の関連について検討する。併せて、個人の属性（性別）や意識（何をきっかけに変化した

と考えているか、等）との関連についても検討する。キャリア教育プログラムと、キャリ

ア・アダプタビリティとの関連を明らかにすること、および、それらに対する個人の属性

や意識との関連を検討することは、今後、有用なキャリア形成支援を行うために、意義が

あると考える。 

Ⅱ．方法 

都内私立大学の学部３年生の、キャリア教育プログラム講義履修者を対象とした調査を

行った。調査データ提供に当たっては、A 大学キャリア支援室およびキャリア開発事業を

担当している株式会社リアセック社に調査の協力を依頼し、研究実施の許可を得た。キャ

リア・アダプタビリティ尺度は、(Taneichi，Matsumura,Tanabe＆Watanabe-Muraoka，

2011)を使用した。 

 

Ⅲ．結果 

本研究では、3 つの分析を行った。分析１では、キャリア教育プログラムを受講した学

生を対象に、性別とプログラムの受講形態によるキャリア・アダプタビリティの違いにつ

いて検討した。その結果、キャリア教育プログラムの受講形態、すなわち、春学期、秋学

期ともに受講している受講形態 A群、秋学期のみ受講している学生を B群において、A群

は B群より、キャリア・アダプタビリティが高いとはいえず、性別により差が生じること

が示された。 

分析２では、春学期、秋学期通してキャリア教育プログラムを受講した学生を対象に、

性別とプログラムの受講時期によるキャリア・アダプタビリティの違いについて検討した。

その結果、キャリア教育プログラムを、春学期、秋学期、通して受講している学生におい

て、秋学期は、春学期よりキャリア・アダプタビリティが高く、性別による差は認められ

ないことが示された。 

分析３では、まず分析３-１として、性別と、プログラムの受講前後における変化に関す

る意識による、キャリア・アダプタビリティの違いについて検討した。その結果、学生自

身の変化の有無に関する意識において、変化あり①群（キャリア教育プログラムによって
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変化した学生群）および、変化あり②群（プログラム以外の事柄により、変化した学生群）

は、変化なし群よりキャリア・アダプタビリティが高く、変化あり①群と変化あり②群に

は、差が認められないことが確認された。また、変化に関する意識においては、限定的に、

性別による差が生じることが示された。そして、分析３-２として、プログラム受講前後で

変化があったと回答した学生のみを対象に、変化の契機、すなわち「何をきっかけに変化

したか」および、変化の内容、すなわち「どのように変化したか」を確認し、変化の契機

および変化の内容と、受講の時期による、キャリア・アダプタビリティの違いについて検

討した。その結果、変化の契機によるキャリア・アダプタビリティの差は認められず、変

化の内容においては、限定的に差が認められた。すなわち、就職活動に対する意識付けが

された学生は、他者とのコミュニケーションが円滑となった学生より、キャリア・アダプ

タビリティが高い傾向があることが示された。 

 

Ⅳ．考察 

本研究の目的は、キャリア・アダプタビリティと、キャリア教育プログラム、および、

個人の属性や意識について検討し、関連を明らかにすることであった。そして、分析の結

果、上述のような結果が得られた。これらの結果が示す傾向を得られたことは、今後の、

キャリア形成支援を検討するうえで、有意義な実践的研究であると考えられる。 
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